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アグリゲート EMS「Shizen Connect」が EV のスマート充電機能を搭載 

～経産省令和 3 年度 分散型エネルギーリソースの更なる活用に向けた 

実証事業での V2H 機器などを用いた実証を完了～ 

 

自然電力株式会社（本社：福岡県福岡市、代表取締役：磯野謙、川戸健司、長谷川雅也、

以下「自然電力」）は、アグリゲート・エネルギー管理システム「Shizen Connect」が電

気自動車（ＥＶ）のスマート充電機能を搭載したことを発表します。また、経済産業省の

「令和 3 年度蓄電池等の分散型エネルギーリソースを活用した次世代技術構築実証事業費

補助金」（※1）による、本スマート充電機能および需給調整市場における一次調整力を

想定したガバナフリー制御の実証（以下、「本実証」）を完了したことをお知らせいたし

ます。 

  

EV スマート充電機能について 

EV の普及に伴い、電力小売事業者は、電力卸市場の価格が高い時間での電力需要が増加

することで収益性を圧迫するおそれがあり、電力系統運用者は電力網の逼迫を送配電設備

に巨額を投じることなく回避しなくてはならないという課題があります。 

  

こうした状況を見据え、自然電力は経済産業省の「分散型エネルギーリソースの更なる活

用に向けた実証事業」の一環としてアグリゲート・エネルギーマネジメント・システム

「Shizen Connect」にて EV スマート充電機能を開発・実証しました。 

 

 
図１：スマート充電機能のイメージ  



 

報道関係者各位 

Shizen Connect の EV スマート充電機能は、EV 普通充電器や V2H 機器（※2）を遠隔制

御することで、以下の 3 点を達成することが可能です。 

① 小売事業者の電力市場からの調達コストを軽減する 

② 電力網の負荷を軽減し、再生可能エネルギーの利用を促進する 

③ EV の所有者の電気代を節約する 

  

１．EV 普通充電器のスマート充電 

EV 普通充電器を遠隔制御することで、電力市場価格の高い時に EV と充電コンセントをつ

ないでいても、料金の安い時まで充電しないようにする機能です。これにより小売事業者

は電力市場からの調達コストを軽減できます。 

  

2022 年 1 月 26 日に実施した実証では、約 57%の卸市場からの調達コスト削減を実現しま

した。 

 

 
図２：EV スマート充電機能の実証によるコスト削減効果 

  

 

本実証では、EV 利用者は 14 時から 17 時の間 EV を利用して外出して 1.3kWh 消費したの

ち、帰宅後の 17 時より EV 充電器へ接続しました。満充電には、通常では 40.7 円（17 時

からの卸市場価格は 30.71 円/kWh)かかるところ、Shizen Connect のスマート充電機能を

介すことで 17.6 円（23 時 30 分からの卸市場価格 13.25 円/kWh で充電)に抑えることが

できました（※3）。 
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２．V2H 機器のスマート充電 

V2H 機器の遠隔制御では以下の 3 つの機能を搭載し実証しました。 

  

① 電力市場価格の値差を利用した充放電制御 

市場価格が安い時に充電し、高い時に放電を行う制御です。普通充電器が充電を切り替え

るだけなのに比べ、V2H 機器のスマート充電は放電もでき更に高いメリットを創出できま

す。 

  

2022 年 1 月 26 日から 27 日に実施した実証では、EV 充電分だけでなく全体の電力量使用

料金に対して、約 30%のコスト低減効果が実証されました。卸市場からの調達コストの低

減が約 20%で自家消費の増加による約 10%の需要家のコスト削減を実現しています。 

 

 
図３：V2H 機器スマート充電機能の実証における全体の調達コスト削減効果 

  

 

② オール電化契約で一般的な季節別時間帯別料金に最適化する充放電制御 

市場価格に対しての制御だけでなく、需要家の電気料金プランに対しての最適化も実証し

ました。 

  

1 月 26 日から 1 月 27 日に実施した実証では、V2H 機器のグリーンモード（※４）に対し

て、約 18%のコスト低減効果が実証されました。 
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図 4：V2H 機器スマート充電機能の実証におけるコスト削減効果（季節別時間帯別料金の

場合） 

 

 

季節別時間帯別料金を利用する V2H 機器保有のオール電化家庭にて、両日とも 14 時から

17 時の間 EV を利用して外出 (それぞれ 1.1kWh、1.5kWh 利用)した際、V2H 機器のグリ

ーンモード（※4）での電気代が 486 円だったのに比べ、制御を行うことで 399 円に抑え

ることができました。 

  

 
図 5：V2H 機器の遠隔制御 

  

③ 一次調整力を想定したガバナフリー制御 

ガバナフリー制御とは、数秒程度の周期の負荷変動に対し、自端で周波数（回転数）の変

化を検出し、発電機の充放電の出力を増減させる制御であり、需給調整市場の一次調整力
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に相当する制御を指します。本実証では V2H 機器を制御し、ガバナフリー制御の技術的実

現性を達成しました。 

  

今後の予定 

Shizen Connect のスマート充電機能は需要家および卸市場からの調達コストに悩む小売電

気事業者を主な対象としており、更にインバランス（※5）回避や容量拠出金（※6）の低

減といった機能も、今年中に正式機能として搭載することを計画しています。 

  

自然電力は、自然エネルギー100％の世界を目指すため、デジタル技術を活用した分散電

源の制御による VPP（※7）やマイクログリッド（※8）の構築などの EnergyTech 事業を

推進しています。今後も地域における分散型電源の普及を通じて、“自然エネルギー100%

の世界”の実現を加速させてまいります。 

  

 

※1 分散型エネルギーリソースの更なる活用に向けた実証事業：採択時のリリース

（https://www.shizenenergy.net/2021/06/25/feasibility_study_der/） 

※2 V2H (Vehicle to Home) ：EV への充電だけではなく、EV から家庭へ電気を送ること。また、

災害時にも EV から給電することにより普段と同じように家電等を使用することができる。 

※3 EV 普通充電器のスマート充電の実証は 2022 年 1 月 26 日に行い、同日の電力量料金で試算し

ています。 

※4 グリーンモード：自家発電し充電した電気を、なるべく自家消費する運転モード。 

※5 インバランス：計画値と実績値の差異のこと。その差分に対して支払う必要があるペナルティ

要素を含んだ料金を「インバランス料金」という。 

※6 容量拠出金：4 年後の供給力（kW 価値）を入札で確保する容量市場にて、落札された発電所の

容量に応じて、一般送配電事業者および小売り電気事業者が負担し、発電事業者へ支払われる金

額。 

※7 VPP (Virtual Power Plant)：分散する電源（発電設備、蓄電池、EV など）や需要設備をあた

かも一つの発電所のように集合制御するデジタル技術の総称。 

※8 マイクログリッド：平時は電力系統に接続するが、災害時には遮断して内部の電力設備で自立

できるように設計された小規模な電力設備および需要設備の電力システム。 

  

 

⚫ 本サービスに関するお客様からのお問い合わせ先 

自然電力株式会社 未来創造室 デジタルグループ 

お問い合わせフォーム：https://www.se-digital.net/contact/ 

  

【自然電力株式会社について】 

2011 年 6 月設立。「青い地球を未来につなぐ」を掲げ、日本全国でグループとして約 1 

ギガワット（2019 年 12 月末時点）の自然エネルギー発電事業に携わっている。太陽光・

https://www.shizenenergy.net/2021/06/25/feasibility_study_der/
https://www.se-digital.net/contact/
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風力・小水力等の自然エネルギー発電所の設置・運営に必要な、開発・EPC（設計・調

達・建設）・O&M（運営・保守）・アセットマネジメント・電力小売事業等、すべてのサ

ービスを手掛けている。2016 年より海外事業にも注力しており、東南アジア・ブラジルを

中心に開発事業・発電事業を展開している。 

 

「Shizen Connect」について （Web サイト https://se-digital.net/connect） 

Shizen Connect（シゼンコネクト）は、再エネ発電設備や蓄電池・EV・EQ などのエネル

ギーリソースを集合的に制御するアグリゲート・エネルギーマネジメント・システムで

す。住宅の太陽光発電と蓄電池、EV 充電器などの制御から、複数の建物を自営線などで

繋いだマイクログリッドの制御、数千台規模のエネルギーリソースによる VPP 制御などが

実現できます。これまで分断されがちな個別の制御と VPP 制御などをワンストップで提供

できるので、エネルギーリソースをマルチパーパスで利用することで経済性を向上させら

れ、またベンダーフリーなのでメーカー依存なくエネルギーリソースは自由に選定できま

す。 

 

 

 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

自然電力株式会社（担当：杉山） 

e-mail: se-comm@shizenenergy.net 
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